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1.　はじめに

ピークパフォーマンス（Peak Performance：以下 PP
とする）は，誰しもが経験する最高のパフォーマンス
を表す言葉として用いられることが多い。研究を目的
した場合，PPはいつもの行動を超える行動と操作的に
定義されるが，能力を最大限に活用することと関連し，
機能の点ではいつも以上に高いレベルにあると考えら
れている 1)。Kimiecik & Jackson 2)は運動競技の PPを，
「ある特定の競技会での，最高のパフォーマンスへとつ
ながる潜在能力の発揮」と表現している。また PPに
は，ピークエクスペリエンス（Peak Experience），フ
ロー（Flow）といった類似の概念がある。PPと同様，
いずれも最高の経験を記述しようとする際に用いら

れ，ピークエクスペリエンスは強い喜びまたは至福の
瞬間を 3)，フローは当該の行為に完全に没入している
意識状態を指す 4)。概念の定義には少なからぬ重複が
みられるものの，一般にピークエクスペリエンスとフ
ローは，それぞれに恍惚，内なる喜びにある時につい
ての言及であり，PPは競技者の機能レベルや結果によ
り焦点を当てていると特徴づけることができる 3)。

Garfi eld & Bennett 5)は優秀なスポーツ選手の自伝や
インタビュー，談話を調べ，PPの感覚（feeling）とし
て，「精神的にリラックスした感覚」「身体的にリラッ
クスした感覚」「概して肯定的な見通しを立て，自信が
ある楽観的な感覚」「現在に集中している感覚」「高度
にエネルギーを放出する感覚」「異常なほどわかってい
るという感覚」「コントロールしている感覚」「繭の中
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にいる感覚」の 8つをあげている。このうち「異常な
ほどわかっているという感覚」は，「自分の身体と周囲
の選手のことが鋭くわかっており，他の選手の動きを予
測し，それに効果的に対応する超人的な能力を持つ心の
状態」5)と説明される。このような他者にかかわる様態
は，内なる喜びを記述するフロー概念では取り扱われる
ことが少ないようである。わが国においては加賀ら 6)

が，Garfi eld & Bennett の 8つの状態を参考に，PP時の
心理状態を捉えようとする質問紙を作成している。彼
らは，日本を代表する選手を対象に因子分析を行い，
表 1に示す 10の因子を抽出した。Garfi eld & Bennett 
と同様に，他者とのかかわりに関係する因子として「明
鏡止水の認知」が見出されている。使用されている名
称は「異常なほどわかっているという感覚」に対し「明
鏡止水の認知」と異なっているが，「試合場面における
状況認識の敏感さ・よみ・予測」6)という点で共通して
いる。機能を取り扱う PPの特徴の一つと言えよう。
ところで，ピークパフォーマンスの時に表われやす
い心理状態は，競技種目や個人によって質的に差異が
あると考えられている 1,6,7)。吉村・中込 8)は大学剣道部
員を対象として，クラスタリングの分析とそれに続く
PP状態の深さの検討から，剣道における PP状態は，
特に，自信，意欲，精神的リラックスの要因が関与し
ていると述べている。バドミントン競技では，対戦相
手とかけひきを行い，パートナーと共同することが積
極的に求められる。このような競技特性は，バドミン
トンに特徴的な心理状態を生じさせると考えられる。
上記の Garfi eld & Bennett によって確認された感覚に
求めるならば，「異常なほどわかっているという感覚」
の関与が推測され，それをもてるかどうかが試合の内
容を大きく左右すると考えられる。そこで本研究では，
競技時における最高の経験を検討するにあたって PP
という概念を用い，これまでスポーツ心理学の研究で
あまり取り上げられることのなかったバドミントン競
技に注目し，競技経験や性格特性が PP時の心理状態
にどのような影響を与えるかについて検討を行った。
具体的には，競技経験として競技レベル，競技経験年
数，シングルス志向・ダブルス志向を，性格特性とし
て自己意識，他者意識を取り上げた。

PP時の心理状態を明らかにしようとする研究は，
もっぱら優れた競技者を対象に行われてきた。あるい
は優れた競技者とそうでない競技者を比較することで
なされてきた。調査対象がバドミントン競技者に限ら
れることで，どの競技レベルにあるかという競技経験
との関係は，バドミントンの上位者に特徴的な心理状
態を明らかにすることにつながると考えられる。また，
競技経験年数の長短も競技経験の重要な指標の一つで
ある。特定の競技に長期間にわたって関係し続けるこ

とは，その競技特有の技能を熟達化させ，その競技が
競技者に求める心理状態を引き出しやすくさせると考
えられる。このことはシングルス，ダブルスという種
目の違いにも当てはめられ，シングルス，ダブルスそ
れぞれに特有な技能と心理状態があると推察される。

PP時の心理状態を明らかにしようとする背景には，
その心理状態を先取りすることによって，PP達成のた
めの具体的な方略を考えていくことが可能となるとい
う認識がある 9)。しかしながら，PP時の心理状態を促
進させる個人差に関する検討は少ないようである。
個々の特性に応じた介入の方法を開発するためにも，
PP時の心理状態に関連する個人差を明らかにするこ
とは重要であると考えられる。Garfi eld & Bennett はPP
の研究を進めるなかで，「驚くばかりにうまく行って
いる瞬間にもつ感覚の特徴」として 8つの条件を確認
した。その精神や身体にかかわる条件が，感覚の特徴
という形式で要約できるということは，優秀なスポー
ツ選手が自己の内的な側面に注意を向けたことによ
り表現された特徴であると考えることができる。
Fenigstein 10)らは，自己に注意を向けやすい性質を自
己意識と定義し，その個人差を測定する尺度構成の試
みから，自己意識には私的自己意識と公的自己意識の
2つのタイプのあることを見出した。私的自己意識は
自己の感情や態度など，内面的な側面に注意を向けや
すい性質であり，公的自己意識は自己の容姿や言動な
ど，外面的な自己の側面に注意を向けやすい性質のこ
とを指す。よって，私的自己意識の高い者は PP時に
あっても内的な側面に注意を向けやすいと推定され，
私的自己意識と PP時の心理状態との間に正の関連を
示すことが予想される。
また，バドミントン競技はその競技特性から，対戦
相手との心理的なかけひきがなされ，またダブルスに
おいてはパートナーとの何がしかの意図に沿った協同
が求められる。このかけひきや協同を支える性格特性
に，他者の意図や感情状態を推測しようとする意識が
あると考えられる。したがって，他者へと向けられる
意識もまた，PP時の経験に影響を与えていると推測さ
れる。辻ら 11)は，他者へと向ける注意，関心，意識な
どを他者意識と名づけ，他者意識には他者の内面への
関心である内的他者意識，外面への関心である外的他
者意識，そして他者への空想的意識・関心である空想
的他者意識の 3要素があると述べている。加賀らが抽
出した PP状態の因子である「明鏡止水の認知」には，
「相手の考えていることが手にとるようによくわかる」
「相手のやろうとしていることが手にとるようによく
わかる」といった対戦相手の理解や予測が適切に実現さ
れていることを示す項目が含まれている。これらのこと
から，内的他者意識は「明鏡止水の認知」を促進させる
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要因と考えられ，両者の間には正の関連が予想された。
以上により本研究では，バドミントン競技における

PP時の心理状態と，競技レベル，競技年数，競技種
目，自己意識，他者意識との関連を明らかにすること
を目的とした。

2.　方　　法

1）調査対象と調査時期
NT大学バドミントン部に所属する 1年生から 4年
生の競技者 76名（男 44名，女 32名，平均年齢は 19.5
歳，範囲：18–22歳，SD=1.28）を調査対象とした。競
技経験年数の平均は 10.1年（範囲：4–15年，SD=2.4）
で，調査対象の 80％が全国大会出場経験者である（全
体の 13％が国際大会への出場経験をもつ）。分析にあ
たっては，欠損値をもつ者をその都度除外した。
調査時期は 2010年 1月から 8月であった。

2）調査方法
練習時間の前後に，男女別に集団で実施した。当日練
習に不参加だった者には，後日個別に回答を依頼した。

3）調査内容
① PP時の心理状態
加賀ら 6)の作成した 61項目からなる質問紙を用い
た。なお，加賀らの質問紙では，回答形式が 11段階で
あったが，本研究では「とてもよく当てはまる」から
「まったく当てはまらない」までの 5段階とした。分析
にあたっては，加賀らが抽出した 10因子を用いた（表 1
を参照）。
②競技レベル
過去に出場した大会で，最もレベルの高かった大会
を，国際大会，全国大会，地区大会の 3段階で尋ねた

（調査対象にその割合を記した）。
③競技経験年数
バドミントンの競技経験年数を尋ねた（調査対象に，
平均値，範囲，SDを記した）。
④シングルス志向・ダブルス志向
シングルスに向いている程度とダブルスに向いてい
る程度をそれぞれ，「非常にそう思う」から「まったく
そう思わない」までの 5段階で自己評定させた。
⑤自己意識
菅原 12)が作成した自意識尺度日本版から，私的自意
識尺度を用いた注 1)。「非常にあてはまる」から「全く
あてはまらない」の 7段階で回答を求めた。「その時々
の気持ちの動きを自分自身でつかんでいたい」「他人を
見るように自分をながめてみることがある」などの項
目が含まれている。
⑥他者意識
辻 11)が作成した他者意識尺度から，内的他者意識尺
度を用いた注 2)。「あてはまる」から「あてはまらない」
の 5段階で回答を求めた。「他者の心の動きをいつも分
析している」「人の考えを絶えず読み取ろうとしてい
る」などの項目が含まれている。
データ解析には，統計ソフト PASW Statistics 18を
使用した。

3.　結　　果

1）競技レベルとの関係
国際大会を 3点（10名），全国大会を 2点（51名），
地区大会を 1点（15名）とし，競技レベルと PPの 10
因子との間で，ケンドールの順位相関係数を算出した
（表 2）。その結果，競技レベルは「コクーンを伴った
能力の充実感」「自信を伴ったリラクセーション」「明鏡
止水の認知」「無念無想の境地」「自分自身への集中と激

注．説明が特にはみられなかったため，筆者が簡単な内容説明を試みた。

表 1　加賀ら 6)が抽出したピークパフォーマンス 10因子とその意味（抜粋）
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励」「プレーの喜び」の 6因子との間に有意な正の相関
が認められた。競技レベルが高いと，PP時にこの 6因
子にみられるような経験をしていることが示された。

2）競技経験年数との関係
競技経験年数と PPの 10因子との間で，ピアソンの
積率相関係数を算出した（表 2）。その結果，競技経験
年数と「無念無想の境地」の間に有意な正の相関が認
められた。経験年数が長いほど「無念無想の境地」の
経験をしていることが示された。

3）シングルス志向・ダブルス志向との関係
シングルス志向とダブルス志向の平均値は，それぞ
れ 2.89（SD=1.1），3.01（SD=1.1）であった。志向の差
を検討したところ，シングルス志向とダブルス志向の
平均値の差は有意でなく（t（71）=.54, p=n.s.），調査対象
の志向に偏りがないことが示された。シングルス志向
またはダブルス志向と，PPの 10因子との間で，ピア
ソンの積率相関係数を算出したところ（表 2），シング
ルス志向と「無念無想の境地」の間に有意な正の相関
が認められ，ダブルス志向と「コンセントレーション」
の間に有意な正の相関が認められた。シングルスに向
いていると自己評価する者ほど「無念無想の境地」を，
ダブルスに向いていると自己評価する者ほど「コンセ
ントレーション」を経験していることが示された。

4）私的自己意識との関係
私的自己意識と PPの 10因子との間で，ピアソンの
積率相関係数を算出したところ（表 2），私的自己意識
は「コクーンを伴った能力の充実感」「自信を伴ったリ
ラクセーション」「明鏡止水の認知」「コンセントレー
ション」など，10因子中 8因子との間に有意な正の相
関が認められた。私的自己意識が高いほど，有意であっ
た 8因子にみられるような経験をしていることが示さ
れた。

5）内的他者意識との関係
内的他者意識と PPの 10因子との間で，ピアソンの
積率相関係数を算出した（表 2）。予想されたように，内
的他者意識と「明鏡止水の認知」の間に有意な正の相関
が認められた。内的他者意識が高いほど「明鏡止水の認
知」を経験していることが示された。そのほか，内的他
者意識は「コクーンを伴った能力の充実感」「コンセン
トレーション」「勝利追求感」「自分自身への集中と激
励」との間に有意な正の相関が認められた。「明鏡止水
の認知」に加え，内的他者意識が高いほど，これらの因
子にみられるような経験をしていることが示された。
ところで，先行研究において，内的他者意識と私的

自己意識の有意な正の相関が繰り返し報告されてい
る 11,13)。本研究でも，内的他者意識と私的自己意識の
有意な正の相関が認められた（n=74, r=.63, p<.001）。そ
こで，内的他者意識と PPの 10因子との間で，有意で
あった相関について，私的自己意識の得点を統制した
偏相関係数を算出した（表 3）。また，私的自己意識と
PPの 10因子との間で，有意であった相関について，
内的他者意識の得点を統制した偏相関係数を算出した
（表 3）。その結果，内的他者意識，私的自己意識とも
に，「コクーンを伴った能力の充実感」「コンセントレー
ション」「勝利追求感」「自分自身への集中と激励」と
の間の相関が有意ではなくなった。これに対し，「明鏡
止水の認知」との間には，内的他者意識，私的自己意
識ともに有意な正の相関が認められ，内的他者意識と
私的自己意識の両方が関連していることが示された。

4.　考　　察

競技レベルとの関係については，PPの 10因子中 6
因子において有意な正の相関が認められ，競技レベル
の高さは PP時の心理状態と密接に関連していること
が示された。また，調査対象が大学のバドミントン部
員であったことから，バドミントンの大学生上位者に
特徴的な PPの状態が示唆されたと考えることができ
る。その中には，状況認識の敏感さ・よみ・予測の高
さを示す「明鏡止水の認知」も含まれていた。また，
考慮すべきは調査対象の大学生上位者が国際大会出場
経験者であったという点にある。したがって，大学生
の中にあっても，特に上位にある者の特徴とみるべき
かもしれない。競技経験年数との関係については，バ
ドミントン競技の経験年数が長いほど，PP時に「無念
無想の境地」を経験していることが示された。「無念夢
想の境地」は「雑念をふり切った無我の状態」と説明
され 6)，動きの自動化に関する項目（例えば，「身体が
ひとりでに反応してくれる」）と，捉われないという意
味での集中に関する項目（例えば，「何も考えないよう
にしている」）から構成されている。これらのことか
ら，長い競技経験がより効果的な行動を無意図的に選
択することを可能にさせたと考えられ，そのため動き
の自動化や捉われないという意味をもつ「無念無想の
境地」との関連がみられたと推測される。シングルス
にどの程度向いているかというシングルス志向との関
係では，向いていると評価する者ほど「無念無想の境
地」の経験のあることが示された。この関連がダブル
スではなくシングルスにおいてみられたことから，シ
ングルスでは，雑念に捉われず，現在やるべきことに
集中することで，よりよいパフォーマンスが実現され
ていると考えられる。これに対しダブルスでは，向い
ていると評価する者ほど「コンセントレーション」の
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経験のあることが示された。加賀らが抽出した「コン
セントレーション」は，「無念夢想の境地」にみられた
ような，捉われないという意味での集中ではなく，例
えば「ひとつひとつのプレーに全神経が集中している」
といった項目にみられるように，適度な緊張感をもっ
た積極的な集中と捉えることができる。ダブルスの特
徴であるシャトルの速いやりとり，対戦相手を含めた
4人による速い展開が，競技者に高い集中力を求める
ためと考えられる。
私的自己意識との関係については，予想された正の
関連が 10因子中 8因子においてみられ，PP時に特徴
的な心理状態との密接な関連が示された。私的自己意
識の高い者ほど，PP時に多様な感覚を経験していると
言えよう。因果関係としては，自己の内面的な側面に
注意を向けやすいという性質が，PP時の経験内容に影
響を与えるという関係が想定される。Kang & Shaver 14)

は，「感情の複雑性」を広い範囲にわたって，よく弁別
された感情経験をもつことと定義し，「感情の複雑性」
と私的自己意識との関係について検討を行った。その
結果，「感情の複雑性」の高い者ほど私的自己意識が高
いという関連を見出し，私的自己意識は「感情の複雑
性」のコアとなる特質であると推測している。本研究
でみられた関係は，私的自己意識の高い者ほど，PP時
において多様な感覚によりよく気づく経験をしたこと
を意味している。Kang & Shaverの解釈にもとづくな
らば，私的自己意識は PP時の多様な感覚経験に影響
を与える重要な特性であるということである。PP時に
特徴的とされる感覚の中には，感情というより認知と
呼ぶべき内容がいくつも含まれており，PP時の心理状
態を「感情の複雑性」に対応する経験とみなし得るか
は検討すべき問題である。しかしながら，私的自己意
識との類似の過程を想定することは十分に可能である
と思われる。
内的他者意識との関係では，予想されたように「明
鏡止水の認知」との正の関連がみられ，他者の内的な
側面に注意が向きやすいほど，「明鏡止水の認知」を経
験していることが示された。内的他者意識は他者の内
的な心的過程への意識・関心であることから，試合状
況におけるよみや予測を促進させる可能性が考えられ
る。また，内的他者意識は「明鏡止水の認知」を含め，
5つの因子との関連がみられた。なかでも，「コンセン
トレーション」と「自分自身への集中と激励」の 2つ
の因子は，PP時の集中の高さをその内容として取り
扱っており，内的他者意識が競技中の集中の高さと関
連したことは興味深い。小嶋 15)は「感情の複雑性」と
他者意識との関係を検討し，同時に感じる感情の種類
が多い人ほど，内的他者意識の高いことを明らかにし
ている。私的自己意識の場合と同様に，内的他者意識

についても，「感情の複雑性」との関係を参照しつつ検
討を加えることは，PP時の経験に関する理解を深める
ことにつながると思われる。
内的他者意識と私的自己意識の有意な正の相関が認
められたことから，偏相関による分析をおこなった。
その結果，内的他者意識，私的自己意識ともに，「コ
クーンを伴った能力の充実感」「コンセントレーショ
ン」「勝利追求感」「自分自身への集中と激励」との間
の相関が有意ではなくなった。辻 11)は私的自己意識と
内的他者意識の関連の強さについて，「意識対象に自他
の違いがあっても，感情や思考などの心内活動に注意
や関心を集中する傾向であるという点で共通してい
る」と述べている。このため PP時の心理状態との純
粋な関連が示されなくなったと考えられる。一方，「明
鏡止水の認知」との間には，内的他者意識，私的自己意
識ともに，有意な正の偏相関が認められた。したがっ
て，私的自己意識と内的他者意識は，両者ともに「明鏡
止水の認知」に影響を与えている可能性が考えられる。
本研究では，バドミントン競技における PP時の心
理状態と，競技経験や性格特性との関連について検討
を行った。その結果，競技レベル，競技年数，競技種
目，自己意識および他者意識が，PP時のどのような心
理状態と関連するかが明らかにされた。競技者の PP
達成のための方略を考えるうえで，その手がかりが得
られたと考えられる。特に性格特性に関しては，私的
自己意識，内的他者意識の両方において PP時の心理
状態との密接な関連が示され，また「明鏡止水の認知」
との興味深い関係が明らかとなった。メンタルトレー
ニングやコーチングにおいて，個々に応じた介入の方
法を開発する際に役立つものと思われる。

5.　要　　約

ピークパフォーマンスの時に表われやすい心理状態
は，競技種目や個人によって質的に差異があると考え
られている。そこで，大学バドミントン部員を対象と
して，PP時の心理状態と，競技レベル，競技年数，競
技種目，自己意識，他者意識との関連について検討を
行った。
得られた結果には，次のようなものがあった。
①競技レベルについては，「コクーンを伴った能力の充
実感」「自信を伴ったリラクセーション」「明鏡止水
の認知」「無念無想の境地」「自分自身への集中と激
励」「プレーの喜び」の 6因子との間に有意な正の相
関が認められた。競技レベルが高いと，この 6因子
にみられるような経験を PP時にしていることが示
された。
②競技経験年数は「無念無想の境地」との間に有意な
正の相関が認められた。経験年数が長いほど「無念
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無想の境地」を経験していることが示された。
③シングルス志向と「無念無想の境地」の間に有意な
正の相関が認められ，ダブルス志向と「コンセント
レーション」の間に有意な正の相関が認められた。
シングルスに向いていると自己評価する者ほど「無
念無想の境地」を，ダブルスに向いていると自己評
価する者ほど「コンセントレーション」を経験して
いることが示された。
④私的自己意識は，予想されたように PP時の心理状
態と正の関連が示され，「コクーンを伴った能力の充
実感」「自信を伴ったリラクセーション」「明鏡止水
の認知」「コンセントレーション」など，10因子中
8因子との間に有意な正の相関が認められた。私的
自己意識が高いほど，有意であった 8因子にみられ
るような経験をしていることが示された。
⑤内的他者意識は，予想されたように「明鏡止水の認
知」との間に有意な正の相関が認められた。内的他
者意識が高いほど「明鏡止水の認知」を経験してい
ることが示された。また，内的他者意識は「コクー
ンを伴った能力の充実感」「コンセントレーション」
「勝利追求感」「自分自身への集中と激励」との間に
有意な正の相関が認められた。「明鏡止水の認知」に
加え，内的自己意識が高いほど，これらの因子にみ
られるような経験をしていることが示された。
⑥内的他者意識と私的自己意識の有意な正の相関が認
められたことから，偏相関による分析をおこなった。
その結果，内的他者意識，私的自己意識ともに，「明
鏡止水の認知」との間で有意な正の偏相関が認めら
れた。内的他者意識と私的自己意識は，両方が「明
鏡止水の認知」と関連していることが示された。
以上の結果は，PPの達成のための具体的な方略を考
えるうえで，特に個々に応じた介入の方法を開発する
際に役立つであろう。

謝辞 本論文作成にあたり，貴重なアドバイスをいた
だきました日本体育大学西條修光教授に深く感謝いた
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6.　注

注 1)  自意識尺度の下位尺度である公的自意識尺度も実
施されたが，問題提起の都合，本研究では取り扱わ
なかった。

注 2)  他者意識尺度の下位尺度である外的他者意識，空想
的他者意識も実施されたが，問題提起の都合，本研
究では取り扱わなかった。
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